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   The course of pyuria and bacteriuria was reviewed in 54 patients undergoing transurethral re-
section of prostate. Pyuria, which was seen in all cases, lasted for 70.1 ±24.7 days and bacteriuria 
defined as more than 104/ml occurred in 16 patients (30%) postoperatively. To analyze the fac-
tors affecting the duration of pyuria, we utilized Hayashi's multidimensional quantification I theory. 
The factors included age, serum protein, preoperative indwelling catheter, preoperative urinary tract 
infection, resected weight, postoperative infection, the duration of postoperative indwelling catheter, 
and the way of antibacterial prophylaxis. The most important factor was resected weight (range 
42.8 days), the second was postoperative infection (range 23.9 days) and the third preoperative in-
fection (range 20.9 days). The other factors had no significance. Our analysis showed good cor-
relation between the observed and predicted duration of pyuria (r=0.82, p<0.005). 
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Sy実測量の標鞠 差 ・・一吾 禽(y+-Y)・
・毎 測量の標鞠 差 卿 ÷ゑ(nys-Y)・
(2)式で与えられるYとYの 相関係数 γが最大となる
ようなxlkを求めればよい.す なわち,実 測量Yと




















数量化理論1類 は,質 的要因に関する情報(説 明特
性)を 数量化 し量的に測定された現象を予測した り,
要因分析などを行な う方法で ある1,2).
ある現象が数量Yで 表され,lm個にカテゴリー化
③ に(1)を代 入 し 各Xuaで 偏 微 分 して0と お く と,以








これ を解 くこ とに よ りγを最 大 な ら しめ る カ テ ゴ リー
数 量Xμ が得 られ る.
実 測 量 と予 測量 の相 関 係 数 γは,1に 近 い ほ ど予測
が よい.ま た,各 要 因 の影 響 の大 き さは レイ ソ ジや 偏




A.膿 尿 の経 過
TUR・P後 の膿 尿 の期 間 は,32日 か ら166日まで 平
均70.1±24,7目で あ った.Fib,iに 膿 尿 の 経 過 を
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Table2に術 後 の尿 路 感 染 の起 炎 菌 を示 した.Sta-
pkylococcusepidermidis4例,Enterococ`usgroup4例,
a-Streptococcus1例と グ ラ ム 陽 性 球 菌 が16例 中9例
(56%)を占 め て いた.
B.因 子 の分 析
Table3は,分 析 結 果 で あ る.膿 尿 の予 測 期 間yi
は カ テ ゴ リーXkの 総 和 で あ るか ら,各 アイ テ ム ご
との カ テ ゴ リー数 量 の和 を求 め る こ とに よ り膿 尿 の持
続 期 間 を 予測 す る こ とに な る.
実 測値 と予 測値 の比 較 で はFig.2に 示 す ご と く相






術 後 の経 過 観 察 は おお む ね2週 間 隔 で あ った の で,
レイ ン ジ14日以 下 は 誤 差範 囲 と考 え られ る.膿 尿 の 持
続 に影 響 を与xる と 因子 と し て は,第1に 切 除 重 量
(レイ ンジ42.8),第2に術 後 感 染(レ イ ンジ23.9),
第3に 術 前感 染(レ イ ンジ20.9)が重要 で あ った.そ
の 他 の 因子 は,さ ほ ど大 きな影 響 力 を持 っ てい る とは
思 わ れ な か った.
以 上 の3因 子 につ き,各 カ テ ゴ リー別 に平 均 値 の差
の 検 定 を 行 な っ た,切 除 重 量 で は,79以 下 の群 が
52.3±13.8日,79から229ま で の群 が65.5±20,9
日,229以 上 の 群 が100.9±18.2日と,229以 上 とそ






























































































































TUR-P後 の膿 尿 の経 過 を調 べ,そ の持 続 期 間 に影
響を 与 え る因 子 を 分析 した.
膿 尿期 間 は,70.1±24.1日で あ った.重 要 な 因子
は,第 一 に 切 除 重量(レ イ ンジ42.8),第二 に術 後 感
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